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4 . ウレタン供試体における FWD 係数の比較 

 図 4にウレタン供試体を用いた FWD係数の計測結果を示す．

FWD 係数の平均値は分離状態の方が約 100 (MN/m³) 大きい値

となった．この原因としては，加速度計部とロードセル部を連

結していることで，連結部の拘束部材にロードセルに伝わるは

ずの荷重が伝達することで，最大応力 σmaxが小さくなったため

と考える．また標準偏差は分離状態の方が連結状態と比較して

約 30 (MN/m³) 小さい値となった．これは加速度計部の地盤へ

の設置状況が改善されたことで，計測中に生じていた加速度の

乱れが分離されることにより軽減したためと考える． 

5 . 模型地盤による各 FWD 装置比較 

 図5に締固め度90％におけるFWD係数の計測結果を示す．

平均値はウレタン供試体の場合と同様に分離状態の方が，連結

状態と比較して約 100 (MN/m³) 大きい値となった．標準偏差

もウレタン供試体の場合と同様に分離状態の方が約 30 (MN/m

³) 小さい値となった．さらにウレタン供試体における FWD 係

数に比べ，模型地盤で計測を行った方が連結，分離状態ともに

標準偏差は大きい値となった．これはウレタン供試体が弾性体

であり，模型地盤より再現性が高いためであると考えられる． 

 図 6 に分離状態にした改良型 FWD 装置を用いた，傾斜模型

地盤での計測結果を示す．締固め度 90％で締固め，水平時計測

とは異なり，地盤接地面に加速度計部が滑り落ちないように剣

山を設置した．平均値は 300 ～500 (MN/m³)の値を示した． 剣

山を設置することで地盤の変位が抑制され，FWD 係数は剣山が

ない場合より大きい値を示した． 

6 . 結論 

 改良型 FWD 装置は，連結状態より分離状態の方がウレタン供

試体，模型地盤の両者において，FWD係数の平均値より40～60％

程度大きい値を示した．改良型 FWD 装置を分離状態で使用する

ことによって計測値のばらつきを大きく低減でき，計測精度を向

上できる可能性が示された．また傾斜地盤に対する試験について

は，傾斜角度による FWD 係数の平均値の大きな変動は見られな

かったなど，今後更に検討する必要がある． 
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図 4 FWD 係数のヒストグラム（ウレタン供試体）

 

 

図 5 FWD 係数のヒストグラム（締固め度 90％）

図 6 FWD 係数と傾斜角の関係 
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